除外要件説明書
	１ 必要性

※除外の容認となった場合には申出から２年以内に農地転用（事業実施）することが必要です。今回、除外申出を行なう時期が適当な理由と、なぜ利用目的のために土地・施設等が必要か記入してください。土地所有者の売却意向は必要性として認められていません。

	

	※利用目的が自己・分家住宅の場合は記入してください。
	
①家族構成　

②現在の住居

⇒　賃貸(借家) ・ 持家 ・ その他　

	２ 必要な土地の条件

①　申出に当たり「利用者が選定した地域」を具体的に記載してください。
〈利用者が選定した地域の具体例〉

・○○町内、△△地区内　等

・○○町内の国道◇◇線沿い　等

・実家から☆☆キロ以内　等

　・勤務地から☆☆キロ以内　等

②　上記①の当該地域を選定した具体的な理由・目的（※この選定した地域でなければならない理由）を記載してください。
③　上記①の「利用者が選定した地域」の中で、利用者が求める立地条件（(ｱ)面積、(ｲ)利便性、(ｳ)その他）を理由と合わせて記載してください。


	①　利用者が選定した地域

　

②　上記①の当該地域を選定した具体的な理由・目的

（※この選定した地域でなければならない理由）　

③　上記①の選定した地域の中で、利用者が求める具体的な

立地条件

(ｱ)面　積

　条件：
　

　理由：
　
(ｲ)利便性

　条件：
　
　理由：
　
(ｳ)その他
　条件：
　
　理由：
　


	３ 他の場所での代替性

※非農地の未利用地、白地農地など農振除外が不要な土地で計画が実現できないか検討することが必要です。

　検討できない場合は、その理由を記入してください。
土地の売買を伴う事業の場合、土地所有者が他に土地を所有していないことは、理由として認められていません。
※申出地以外で検討した代替地を提示する際の留意点

●　上記(２)①の「利用者が選定した地域」内で、かつ申出地周辺であること。

●　利用者が求める立地条件に則した白地であること。

●　検討した代替地は、宅地・雑種地等の非農地の未利用地、農地転用後未利用地、白地農地等の農用地区域外の白地から提示すること。

注：特に申出地の周辺に非農地の未利用地、白地農地など農振除外が不要な土地がある場合は、そこで計画を進められなかった理由がなければ申出地の除外が認められない可能性があります。

土地所有者の了承を得ていることや土地価格が安価であるということは、他の場所での検討できない・計画を進められなかった理由としては認められていません。
	①他の場所での検討

　　⇒　検討した　・　検討できない


　　　検討できない場合の理由（該当地でしか利用目的を

達成できない理由）：

②他の場所を検討した場合はその検討した場所の状況、その場所で計画を進められなかった理由を記入してください。

　※その候補地は、利用者の求める立地条件のどの部分に合致しなかったから断念したのかが分かるように理由を記載してください。

【検討地１】

　住所：

　地目：　　　　　　　　　　面積：　　　　　　　　㎡

計画を進められなかった理由：

　

【検討地２】

　住所：

　地目：　　　　　　　　　　面積：　　　　　　　　㎡

計画を進められなかった理由：

	　４ 周辺農業への影響
※申出前に隣接農地所有者に事業説明をしてください。その際、隣接農地所有者から、営農への支障を懸念された場合は、具体的な懸念事項を記入してください。（日照、農薬散布、水路への影響等）
※中央分離帯がある国道・県道以外は、道路を挟んでいても隣接農地です。

※境界構造物・排水処理・日照確保等の措置を記入してください。
	1 申請地の隣接地が農地の場合、　　　　　　　　　　　　　　　　隣接農地所有者からの営農への支障についての意見

2 農地及び農作物への被害発生が予想される場合、　　　　　　　　被害を防ぐ具体的な措置

3 申請地が水路に接している場合、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農業用か農業用以外か。また、農業用である場合、水路に　　　　　　　　　　　　　　　　　悪影響を与えないための具体的な措置




